
エネルギー価格と仕入商品・材料等価格高騰で自助努力も限界・・・ 

コスト上昇分の適正な価格転嫁に理解を 
 

★ 「当面の経営上の問題点（複数回答）」について、1位が「原材料価格の上昇」の172社。2位が「需

要の停滞」の129社。「従業員の不足」が62社で3位。 

★ 「原油価格や LNG 価格高騰への対策（主なもの２つ以内）」について、155 社が「節電・節約」と回

答。「コスト上昇分を販売価格へ転嫁」が84社ある一方、「特に対応していない」が46社。 

★ 「主な商品・サービスの値上げ動向」について、79社(31.3%)は「今年9月以前に値上げした」と回

答。「今年12月までに値上げ予定」53社（21.0％）と「来年3月までに値上げ予定」16社（6.3％）

を合わせ69社（27.3％）が値上げを検討。反対に53社（21.0％）は「値上げしたいができない」。 

令和4年7～9月期 三次商工会議所管内（旧三次市）景況調査【概要】 

                                  三 次 商 工 会 議 所 

 令和4年9月に実施した第130回三次商工会議所管内（旧三次市）景況調査の結果は次のとおり。 

本調査は、三次商工会議所管内（旧三次市）の企業を対象に四半期ごとに実施するもので今回が130回目。 

 市内の500事業所を抽出し、集計企業数は267社（小売業77社、卸売業25社、製造業36社、建設業

63社、運輸・交通業15社、観光・サービス業51社）で回収率は53.4％。 
 

【概況】 

今期（7～9 月）の調査結果を見ると、自分の事業所の状況をどう見ているかを示す業況 D.I は、全業

種平均で▲20.3 と、3 ヶ月前の前回調査から悪化した。業況が「かなり好転」と答えた事業所が 0.8％、

「やや好転」が15.8％で、逆に「やや悪化」が28.9％、「かなり悪化」が7.9％だった。売上D.Iも▲9.2

から11.8ポイント悪化し▲21.0。採算D.Iも3.2ポイント悪化し▲32.8。原材料（商品）仕入価格は79.4

から79.1と高止まり状況。 

今回事業所に対し、「原油価格やLNG価格高騰に対する対策」（主なもの2つ以内）について尋ねたとこ

ろ、｢節電・節約｣が 155社と最も多い。続いて、｢コスト上昇分を販売価格へ転嫁｣が84社、 ｢仕入先・方法

の変更｣が44社となった。一方で、現在実施している対策において「特に対応していない」とした事業所が全

体の約2 割（17.2％）46社だった。エネルギーコスト上昇分については対策が難しく、多くの事業所が節電・

節約によって急場をしのいでいるのが現状。 
しかしながら、原油価格等の高騰は、商品・材料費等の仕入価格高騰につながっており、今後半年以内

に値上げを予定している事業者が69社と全体の約3割（27.3％）。すでに今年9月までに値上げした事業

所も79社（31.3％）あり、自助努力では販売価格を据え置くことが限界に達しつつある。ただ、「値上げ

したいが出来ない」とした事業者が53社で全体の2割程度（21.0％）おり、今後も価格高騰が続いた場合、

その影響が懸念される。 
政府には影響の大きい業界・事業者への支援策や実効性のあるエネルギー政策、取引先や消費者には適正な

価格転嫁に対する理解が求められている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

業況は、全業種合計で今期▲20.3。業種別では、卸売業、製造業、運輸・交通業、観光・サービス業の4

業種で悪化。特に、卸売業（3.3→▲24.0）、運輸・交通業（▲13.3→▲40.0）、観光・サービス業（14.0

→▲34.0）が25ポイント以上の大幅悪化。 

売上は、全業種合計で今期▲21.0。業種別では、卸売業、建設業、運輸・交通業、観光・サービス業の4

業種で悪化。主な要因は、季節的な要因が一部あるものの、コロナによる景気の低迷や原油価格や仕入価

格等の上昇による価格競争の激化、取引先の悪化・減少などが挙げられた。 

原材料（商品）仕入価格は、全業種合計で今期79.1。原油やLNGなどのエネルギー価格上昇、商品や資材の

仕入価格上昇など高値で推移しており、短期間での下落を見通せる状況にない。 

採算は、全業種合計で今期▲32.8。卸売業、運輸・交通業、観光・サービス業の3業で悪化。売上原価（仕

入・原材料費）の上昇などが主な原因。 

※ DI値（景況判断指数）について 
DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を示す。 
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合

が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものでなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。 
             業況DI  （好転割合）－（悪化割合） 

売上DI  （増加割合）－（減少割合） 
             採算DI  （好転割合）－（悪化割合） 



【当面の経営上の問題点】（上位三項目・複数回答）

・原材料価格の上昇 172社

・需要の停滞 129社

・従業員の不足 62社

【現在の雇用人員についてどのようにお考えでしょうか？】

・過剰 4社(1.5%)

・適正 164社(63.1%)

・不足 92社(35.4%)

【原油価格やLNG価格が高騰しているなか、貴社で実施している対策はありますか？】（2つ以内）

・節電・節約 155社

・コスト上昇分を販売価格へ転嫁 84社

・仕入先・方法の変更 44社

・人件費の抑制 26社

・既存設備を省エネ設備への切り替え 23社

・固定資産の処分・売却 　8社

・一部事業の縮小や廃止 6社

・廃業の検討 2社

・特に対応していない 46社

【貴社の主な商品・サービスの値上げ動向はどうですか？】

・2022年9月以前に値上げした 79社(31.3%)

・2022年12月末までには値上げ予定 53社(21.0%)

・2023年3月頃までには値上げ予定 16社(6.3%)

・今後1年以内で値上げする予定はない 13社(5.2%)

・値上げしたいができない 53社(21.0%)

・分からない 38社(15.1%)

※百分率は有効回答数を分母として算出

【採算（営業利益）ＤＩ】

前期に比べ 来期見通し 前期に比べ 来期見通し

【業況ＤＩ】

前期に比べ 来期見通し

【売上ＤＩ】

全業種 ▲ 20.3 ▲ ▲18.4 全業種 ▲ 21.0 ▲ 15.0 全業種

22.1 ▲小売業 ▲ 7.8 ▲ 33.8

32.8

4.0卸売業 ▲ 24.0 ▲

2.8製造業 ▲ 22.2 2.8

建設業 ▲ 17.5 ▲ 25.415.9 建設業

28.6運輸・交通 ▲ 40.0 ▲ 26.7

（好転割合－悪化割合）

サービス業 ▲ 52.018.0サービス業 ▲ 34.0 ▲

▲ 27.5

小売業 ▲ 7.8 ▲ 22.1 小売業 ▲ 44.2

卸売業 ▲ 24.0 ▲ 4.0 卸売業 ▲ 28.0 ▲ 16.0

製造業 ▲ 27.8 0.0 製造業 ▲ 30.6 ▲

▲ 15.9 建設業 ▲ 31.7 ▲▲ 22.2

運輸・交通 ▲ 26.7 ▲ 20.0 運輸・交通 ▲ 42.9 ▲

▲ 32.0

（増加割合－減少割合） （好転割合－悪化割合）

サービス業 ▲ 27.5 ▲ 17.6
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【景気天気図】

業　　　　種 項　　　　目 業　　況 売　　上 採　　算

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

7 月 ～ 9 月
実 績

10 ～ 12 月
見 通 し

小　　売　　業

卸　　売　　業

製　　造　　業
（工　　業）

建　　設　　業

　大変良い　　　良い　　　まあまあ　　　少し悪い　　　　悪い　　　大変悪い　

景　気　天　気　図　の　説　明

運輸・交通業

観　　光
サ ー ビ ス 業


